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IDEAPLANT 海外レポート 1a 

2012-05-30 

石井力重 

 

韓国でアイデアワークショップを実施 
 

概要： 

 

アイデアプラント（創設 2005 年、開業 2009 年）は、2012 年 5 月 25 日～29 日の 5 日で、韓国におい

て、合計 4 回のアイデアワークショップを、行いました。参加者は韓国の研究機関の専門家や大学院や大

学生です。参加者総数は約 100 名です。場所は大邱（テグ：Daegu）広域市です。コーディネータは嶺南

（ヨンナム：Yeungnam）大学校(※1) 文科大学 心理学科 教授 朴在鎬（パク ジェホ：Park Jaeho）

先生です。トランスレーターは、朴先生および上杉真由先生（同大学校 外国語 教育院）です。ワーク

ショップの際の円滑な通訳をしてくれました。 

 

ワークショップの内容は以下の 3 つです。 

1. 「アイデアトランプ」および「Brainstorm Card」（ブレスターのエッセンスから作った 4 枚のカード）を用い

て日常課題への解決アイデアを出すワークショップ。 

2. 「TRIZ Card」（智慧カードのコンテンツを韓国語にして、かつ、問題ごとにその解決のための選定ガイ

ドシートを付けたもの）を用いて、イノベーティブなアイデアを出すワークショップ。 

3. 「Speedstorming」（5 分交代のペアブレスト）を行い、「アイデアスケッチ」を書くワークショップ。 

 

※1 大学校の「校」は、大きな大学を意味します。単科大学に近いものを「大学」、総合大学に近いも

のを「大学校」と呼ぶそうです。嶺南大学校はとても大きな大学でした。 

 

 

（なお、この韓国レポートでは、朴在鎬（パク ジェホ：Park Jaeho）教授を、「朴教授」と書きます。韓国に

は朴さんがたくさんおり、本レポートにも朴氏が複数人登場しますが、“朴教授”は常に、“朴在鎬教授“を

指しています。） 
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IDEAPLANT 海外レポート 1b 

2012-05-30 

石井力重 

 

アイデアワークショップ 1 回目（心理学部 学生向け） 
 

実施日時：2012.5.25 9:00-12:30 

実施場所：嶺南大学院 心理学部 教室にて 

 

 

参 加 者：朴教授の心理学を受講している学生（2，3，4 年生） 約 20 人 

通 訳 者：朴教授 

Facilitator：石井力重 （co- Facilitator：朴教授） 

 

主な内容： 

 Speedstorming(5 分交代のペアブレスト) 

 アイデアスケッチ（アイデアをスケッチに書きだす） 

 ハイライト法（上位案可視化） 

 

使用道具：A4 白紙 40 枚 

使用スライド：「Speedstorming Ideaworkshop (for JAIST) 」（English & Japanese） 

         URL  http://ishiirikie.jpn.org/article/56191325.html 
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内容（ 進行プロセス ＆ 実施時の様子 ）： 

 

１）講師自己紹介をしました。 

 

２）ブレストのテーマを設定しました。テーマ「新しい玩具のアイデア」（※2） 

 

（※2：スピードストーミングを 1 ラウンド終えたところで、どのようなアイデアでもよいのか、という質問が

出たので、より参加者層にそそりのあるテーマにするべく、テーマに次のような仮想の設定を加えました。

「仁川空港には、外国人がいっぱい来ます。我々は、彼らが面白いとおもって買っていきそうな玩具を

考案するベンチャーチームです。韓国の伝統のコンテンツや皆さんの知性を活かして面白い玩具を考

案してください」と） 

 

３）初めに、大まかに、ワークショップのプロセスを紹介しました。 

 

４）教室の中央に皆が輪になって立てるだけのスペースを作りました。 

 

５）【Speedstorming】以下のような方法で、次々相手を変え新しい玩具のアイデアを考案しました。 

 

 

これはとても盛り上がりました。（初めての海外での実施でしたのでほっとしました） 

実施時のムードは日本での実施とほぼ同じ雰囲気です。 
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６）【アイデアスケッチ】以下のような形式で、面白いと思ったアイデアを紙に書きました。他の人と、内容が

かぶってもよいので、として、各自 3 枚、8 分の時間で実施しました。8 分過時点でも、まだよくペンが動い

ていたので 5 分延長し、一度休憩を入れました。 

 

その時の様子。 

Speedstorming の際に中央を開けたので、そのままの机の状態で、アイデアスケッチを書いています。 

 

この時点で 2 時間が過ぎましたので、5 分、休憩を入れました。 
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７）【ハイライト法】めいめいに、“面白い”と思ったアイデアに☆を付けて回りました。 

 

 

その時の様子。 

本当は、もっと机をバラバラにして、各人が無秩序に動くようにしたかったですが、椅子と机が一体式である

ため、そうすると移動がしにくくなるため、このサークル状のテーブル配置をそのまま使いました。外国で行う

場合、通訳者を通じて行うので「できるだけグチャグチャ、カオスになるような配置にしてください」というあい

まいな依頼は難しいと学びました。 
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８）☆をたくさん獲得したもの（上位案）を簡単にレビューしました。 

 

このハイライト法の前に一人が用事で退席したのですが、その人のアイデアスケッチがもっとも☆をたくさん獲

得していました。2 番目以降のアイデアについて、書いた人にごく簡単に説明してもらって、拍手を送りまし

た。トップから 6 つぐらいを紹介しました。（およそ 12 分ぐらいでした）。通常日本では、プレゼンしてもらった

後、私からプロモーティブなコメントを述べるようにしていますが、言語の問題がありそれは割愛しました。 

 

～ ☆の多いスケッチ各種 ～ 

 

[☆10] 

 



7 
 

 

[☆8] 

 

 

[☆8] 
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[☆7] 

 

 

[☆7] 
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[My Favorite] 

私はハングルが読めませんが、挿絵や、全体的なテイストが好きな一枚です。 

 

 

９）まとめ 

 

最後にスピードストーミング（Speedstorming）をより効果的にする工夫を紹介しました。また、普段の 6 人

ぐらいでのミーティングでは、そのままの Speedstorming はできないものの、この「エッセンス」はどのように活

用できるか、その方法を紹介しました。 

 

感想： 

 

これが韓国での最初のワークショップでした。それがとても盛り上がり、学生さんたちや朴教授にも喜んでも

らえ少し自信が得られました。このワークショップは、当初は計画にありませんでした。少しでも多くの経験を

持てるようにと急遽機会を作ってくださったものです。メインの 2 つのワークショップ（カードのワークショップ）の

他に唯一、英語スライドを持っていたワークショップがあったのでこれを行いました（今年 4 月の JAIST の合

宿 WS です）。この日、私のファシリテーションは日本語で行いました。朴教授がよりわかりやすい韓国語に

翻訳し、（たぶん時には心理学のコメントも添えて）ご説明してくださいました。この最初のワークショップの成

功は、朴教授のサポートがあったら、でしょう。ありがとうございました。           （次のレポートへ） 
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IDEAPLANT 海外レポート 1c 

2012-05-30 

石井力重 

 

韓国の優秀企業を訪問（POSCO） 
 

実施日時：2012.5.25 16:30-17:30 

訪問場所：POSCO TRIZ College 

 
 
面 会 者：POSCO TRIZ College  TRIZ Training Team  

Executive consultant Mr. Park, Professor Mr. Shin, Professor/Senior Consultant Mr. Park  

コーディネータ・通訳者：朴教授（嶺南大学校） 

 

主な内容： 

 POSCO TRIZ College 見学 

 POSCO 製 TRIZ Training Cards についての紹介 

 IDEAPLANT 製 TRIZ Cards とゲーム風のアイデア発想 Workshop 内容の紹介 

 

贈 呈 品：Idea Pop-up Cards（英語版の智慧カード） 

 

使用スライド： 「Ideaworkshop2」（Korean & English & Japanese） 

 

訪問経緯：朴教授は POSCO のコンサルティングや社内教育も長年行っており、そのコースの卒業生や嶺

南大学校の卒業生が同社にたくさんおり、今回はその方々を通じて、TRIZ College を訪問が実現しまし

た。College は浦項（Pohang：ポハン）にあります。嶺南大学校から東へ 1.5 時間ほどの所です。 
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内容： 

 

１）POSCO TRIZ College を Mr. Shin のガイドで見学しました。内容に配慮して写真や詳しい内容は割

愛しますが、創造的な研修がなされていました。韓国国内 3 拠点をオンラインで結ぶ大講義もありました。 

 

２）Mr. Park から、POSCO 製の TRIZ 発明原理を用いるためのカードセットを紹介していただきました。 

 

 

同社内だけの利用ではなく、インターネットでも誰でも購入し利用できます。カード材質は梨地の耐久性

のあるカードでした。偶然にも、IDEAPLANT の智慧カードと同じく黄色がモチーフとなっていました。それも

オレンジがかった黄色で、とても興味深く思いました。イノベーティブに発想を大きく飛ばすものは、私の中で

のカラーマネージメント的には「オレンジ色っぽい黄色」を使います。この感覚はパーソナルなものではなくよ

り本質的なものがあるのかもしれません。 

 

構成は、紙箱に 40 枚の発明原理のカードとマニュアルやカ

ードの選定を容易にするガイドカードも入っています。発明

原理の名称、簡単な解説、その絵で示したもの（絵は「鉄」

をほうふつとさせるもの）が書かれています。 
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カードはその発明原理の内容から、いくつかの観点から分

類されており、それが縁取りの色にも反映されています。例

えば、物理的矛盾、の 4 つで分類されていたりしました。 

 

 

 

 

 

 

３）IDEAPLANT 製の TRIZ Card の紹介をしました。また、嶺南大学校で行う、TRIZ Card のワークショッ

プスライドで、このカードの「ゲームライクな使い方」と、簡素化した選定ガイドとして「1 パラメータメソッドで

集中的に発想する使い方」を紹介しました。（詳しい説明は翌日の嶺南大学校でのワークショップ実施レ

ポートにて）。 

 

４）なお、訪問させていただいた御礼に、英語版の智慧カードである「Idea Po-up Cards」を贈呈しました。

（ワークショップで使う「TRIZ Card」は、ハングルで書いてありますが試作品でので、製品である「Idea 

Po-up Cards」を贈呈することにしました） 

 

 

感想： 

 

訪問を快く受け入れてくださった College のみなさん、貴重な訪問機会を作ってくださった朴教授に心から

感謝いたします。ありがとうございました。全世界で見たとき、TRIZ のコンサルタントが最も多く活躍している

のは韓国ですが、同国の優秀企業での活用にむけた教育の一側面を見ることができ、感性的なものも含

めて多くの示唆をもらいました。エキスパートに上がる人たちを育てる最初のステップを補助する道具として、

どのような深さで情報を示すべきなのか、考えていく重要なヒントを得ました。 

 

また、移動の車中で朴教授と韓国製と日本製の 2 つの違いについて議論していましたが、非技術系の人

にも、本当に短い時間で発想の味見をしてもらうには、コンテンツの中身はどうあるべきか、をディスカッショ

ンし、多くの示唆をもらいました。 

 

また、朴教授に、「この訪問ではとても不思議な感覚を覚えました。お互いの TRIZ のカードの説明を聞い

ている時、言葉がお互いわからなくても話していることが不思議とふんわりとわかりました。」と伝えたところ、

「強い興味を持っているテーマ、自分の専門テーマがあることはとても Cross Culture コミュニケーションをす

るうえで重要ですよ」「英語や相手の言語が使える能力だけがあっても、会話は広がらない。“テーマを持

つことがとても重要”」と朴教授はコメントされました。 その言葉は、私の心に残りました。 



13 
 

IDEAPLANT 海外レポート 1d 

2012-05-30 

石井力重 

 

アイデアワークショップ２回目（心理学部 学生向け２） 
 

実施日時：2012.5.26 9:30-12:30 

実施場所：嶺南大学院 心理学部 教室にて 

  

参 加 者：朴教授の心理学を受講している学生（2，3，4 年生） 約 50 人 

通 訳 者：上杉真由先生 

Facilitator：石井力重 （co- Facilitator：朴教授） 

 

主な内容： 

 Ideatrump (多様な発想の観点を用いて多様なアイデアを出す) 

 Brainstorm Card（ブレストの rule に即した role をすることでブレストの心理様式を学ぶ） 

 TRIZ Card（技術的ブレークスルーの 40 パターンを用いて、新製品アイデアを創出する） 

 TRIZ Card & Sheet（より強力な TRIZ Card の使い方をレクチャー） 

 

使用道具：[ Ideatrump（52 枚）、Brainstorm Card（4 色セット×4）、TRIZ Card（40 枚）]×10 組 
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Ideatrump 

 

 

Brainstorm Card 

 

 

TRIZ Card 

 

 

使用スライド：「Ideaworkshop1」（Korean & English & Japanese） 

         URL  http://ishiirikie.jpn.org/article/56044806.html 
           「Ideaworkshop2」（Korean & English & Japanese） 

         URL  http://ishiirikie.jpn.org/article/56191200.html 
 

内容（ 進行プロセス ＆ 実施時の様子 ）： 

 

１）講師自己紹介をしました。 

 

２）Ideaworkshop1 のプロセスを大まかに説明しました。 
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３）10 個のグループを作りました。グループ構成は 4 人を基本とし、多少の増減を OK としました。 

 

４）本日の道具セット（カードセット）を配りました。 

 

５）チームごとに、発想のテーマを 1 つ決めてもらいました。スライドの 5 つのプリセットテーマ（主に日常の課

題など）の中から、グループメンバーが最も興味のあるものを選ぶとよい、とアドバイスし。 

 

 

６）じゃんけん（カイ・バイ・ボ）をして、番を決めました。一番勝った人から、順にあとはずっと時計回りに。 

 

 

７）番ではトランプのフレーズを発想のヒントにしてアイデアを出します。出せたらそのカードを獲得できます。

持ち時間は 30 秒。その間何枚でもとることができます。 

観察したところ、30 秒間で最も早い人で 4 枚（驚異

的）、最も遅い人は 1 枚、平均では 2 枚ぐらいした。ハ

ングルのフレーズは、翻訳サービスを用いて訳していま

すが少し奇妙な表現もあったようなので、「その場合は、

英語のフレーズを正だと考えて解釈してください」と途

中で補足をしました。（カードには、ハングルの大きな文



16 
 

字と、英語と日本語が小さい文字で書かれています） 

 

８）また、ゲーム中、自分が番ではないときには、番の人が出したアイデアの良い所に光を当てよう、という

場のルールも説明しました。 

 

この概念は、「Praise First」という概念で、創造的な場を作ることにとても効果があるとも説明しました。 

 

９）この Game(Game1)は、8 分間としました。予想では、トランプ 52 枚のうち、20 枚～30 枚程度を獲得し、

32 枚～22 枚ぐらい残っているように、ゲームを設計していましたが、学生たちの中には予想をはるかに超え

た速さでカードを獲得し、8 分を待たずに 52 枚すべてを取りきるグループが出ました。（2 つのグループ）。8

分がたった時点で、最もカードの多かった人が勝利者。勝利者に拍手を送り、Game1 を終了し、そのまま

Game2 へ進みました。特に、全グループで最も早く全てとりきったチームの、優勝者がこの会場の Best 

winner だとして、皆で拍手でたたえました。 

 

１０）Game2 の準備をしました。 

ここにおいて、少し混乱がありました。

その結果10分程度タイムロスしまし

た。 

 

しかし、翻訳者の上杉先生、およ

び、コーディネータとして立ち会ってく

れ た 朴 教 授 の サ ポ ー ト が あ り 、
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Game2 の準備は完了しました。 

 

【 Findings 】 ワークショップ設計時の想定＆事前テストプレイでは、場に残っているカード枚数は 22

枚±10 枚程度が場に残り、それを用いて Game2 を始める予定でした。が、しかし、場にある全カー

ドをとりきるチーム（（場に残る数が 0 のチーム）が出ました。そこで私が急遽調整をいれ、Game2 への

準備作業内容を変更しました。新たな作業内容の指示は “カードを 20 枚場に残して、あとはしまう”

というものでしたが、韓国語のスライドは当初の内容のままで投影されており、多くの参加者が、スライ

ドの指示内容と翻訳者からの指示内容が異なることで混乱し、誤解が生まれあちこちから質問が出

ました。このことは 2 つの学びとなりました。一つ目は、ダイレクトにファシリテーションできない場合は、

「作業指示は端的に表現する」「作業指示スライドはできるだけ絵で示す」ことが大事である、という

こと。二つ目は、また、Game1とGame2が連動するワーク設計にしたものの、グループでの進捗ばらつ

きが大きいケースを想定していなかったこと。これについてはスライドに「場に残ったトランプが 20 枚より

少ない場合は、獲得したカードの束をよくきり新たに引いて、場に残っているカードに足して、合計で

20 枚にして、それから、Game2 の準備に入ること」と一文を入れれば問題なく対応ができました。これ

らは今後また外国で行う際に、あるいは、子供向け WS を行う場合への大きな学びになりました。 

 

１１）Game2 のテーマを各グループで決めてもらいました。 

 

“テーマ継続”でゲームをすると、すでにずいぶん出し切っているので苦しくなりますが、その分、独創的なも

のが出やすくなります、とコメントしました。いくつかのグループが、“テーマ継続”を選びました。 

 

１２）Game2 の開始に際して、新たに「Brainstorm Card」という 4 色カードの各カードが何を意味するのか

を、簡単に説明し、そのカードが出たときにどういう役割をすればいいのかを、説明しました。 
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１３）場に残ったアイデアトランプと Brainstorm Card を一つに混ぜてよくきり、机中央に伏せて積みました。 

 

 

１４）じゃんけんをしました。勝った人から番が時計回りに回ります。今度は持ち時間は 1 分です。Game2

の時間は 16 分です。また、Game1 と同じく、“Praise First”を推奨しました。 

 

１５）番が来たら、カードを上から 3 枚引いて、机に置きます。好きなカードを一枚ずつ実施します。 

なお、最初の一人目だけは、「赤」と「青」のカードが出たら、それは山の下に戻して違う色が出るまで、引

きなおします。 

 

ここでもいくつかのグループで誤解が生じました。 
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【 Findings 】 最初の一ターンだけが、このような特別処理をしますが、韓国語では、「ターン」も「ラ

ウンド」も「ド」という概念で表すそうで、意図を正確に伝えられませんでした。そのため、最初の一周、

ずっとその特別処理（赤・青は下に戻す処理）を続けてしまったグループがありました。これは、“絵”か”

ビデオクリップ“で示せば意図を明瞭に示せたでしょう。先と同じ学びです。「極力、絵で」。 

 

１６）好きなカードを使って、アイデアを出します。カード毎にするべきことが違います。それに従い実行できる

と取れます。早い人だと持ち時間 1 分で 3 枚ともとれます。そういうケースも観察されました。 

 

 

１７）勝利は、カードの獲得枚数＋ボーナスポイントの合計です。4 色カードを 1 セット集めるごとに、プラス

4 ポイントです。ですので、ぜひ積極的に、全種類のカードを取りに行ってください、とコメントしました。 

 

１８）16 分後、得点を数えて、勝利者をたたえました。なお、16 分以内に全カード（16 枚＋20 枚＝36 枚）

を取りきるグループが 2 つありました。               
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 （ Ideaworkshop1 終了 ） 

１９）2 時間が経過したので、5 分間、休憩を入れました。    

２０）Workshop2（TRIZ Card）の大まかなプロセスと、カードのオリジナル版と韓国特別版を紹介しました。 

 

 

 

２１）TRIZ とは、一言で言うと、どういう知的ツールなのかを説明しました。そして、創造的にアイデアを出す

ことに役立つエッセンスを、まずは遊びながら体験しましょう、とコメントして始めました。 

 

２２）発想のテーマを設定しました。 

 

この 4 人は、新しいゴミ箱を考案し、製造して世界に売ろうとしているベンチャーチームです。ただ、実現性

や収益性は気にしなくて結構です、ぜひイノベーティブなゴミ箱を考案してください。とコメントしました。 

 

２３）カードを配ります。4 人の所は、一人に 10 枚。そうない所は均等に分けます。順番は、じゃんけん（カ
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イ・バイ・ボ）で一番勝った人から順に時計回り。もち時間は一分。今度は番では 1 枚だけを使います。 

 

 

 

２４）やり方は、まず手元のカードを一枚選び、その絵やフレーズの概念を使って、新しいゴミ箱（今のゴミ

箱の問題を解決するようなゴミ箱）のアイデアを考えて、説明します。1 分で言えればカードを場の中央に

捨てられ、言えなければパス。手元にカードを戻します。 

 

 

２５）番ではない人は、先と同じです。 

番の人が出すアイデアの良い所に光を当ててコメントをしよう。 
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２６）勝ち方は、20 分後にもっともカードの少ない人になること。番が来たらできるだけアイデアを出してカー

ドを捨てよう。 

 

２７）そのように説明をし、スタート前に出た質問としては「ゴミ箱にもいろんなタイプがあるけれど、どういうも

のを想定するの？」というものがありました。これについては「自分の部屋、寮の共同のもの、学校の中にあ

るもの、公園にあるパブリックなもの、などいろんなゴミ箱が世の中にありますが、自分の選んだカードが活き

そうなゴミ箱を都度想定してアイデアを考案して結構です」としました。 

 

２８）あとは、20 分間、各グループに進行を任せました。特に、ゲームのルールやプロセスがあいまいで迷うと

きには、リーダ（じゃんけんで勝った人）が都度ルールを作ってよい、厳密であるより、創造的会話を楽しむこ

とに注力してほしい、としました（これは、設計通りです）。 

 

その時の様子。 

 

突然与えらた発想テーマ、はじめてみる 40 のパターン、工学系ではなく文科系（心理学）の人材、というこ

とで、どこまで楽しんでもらえるかは予測が難しい所でしたが、結果としては非常にクリエイティブに新しいゴ

ミ箱のアイデアを考案していました。いろんなグループを回り、言葉がわからないながらも手振りや声のフィー

リングから、なにか創造的な会話がなされていることはよく感じ取れました。 
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２９）本来は予定していなかったのですが、どのようなアイデアが出たのか、特に創造的なムードを感じ他グ

ループを一つ指名して、印象に残ったアイデアを簡単にプレゼンしてもらいました。他にも、自主的に発表し

てもいい、という 2 つのグループにアイデアを簡単に紹介してもらいました。今回は、翻訳をしてくれた上杉先

生がアイデアを素早く翻訳してくれたので、「ああ、それは、面白いですね。そのコンセプトだと、こういう可能

性があります、例えば・・・」という形で、私から、プロモーティブなコメントをプレゼンごとにして、それも翻訳フ

ィードバックしてもらいました。あるアイデアはとても革新的でした。また、あるアイデアはとてもたくさん売れて

収益性も高そうな良いアイデアでした。韓国の学生さんの創造性を垣間見ると同時に、TRIZ Card での

外国での利用への感触を得ることができました。（ただし朴教授が、普段から鍛えている学生さんたちであ

ることも、踏まえておく必要があります。朴教授は Positive 心理学、創造性と心理学に強い興味を持ちそ

の辺が学生さんたちの創造的な資質を育んでいると思われます。） 

 

３０）最後に、TRIZ Card のより強力な使い方を解説しました。（ワークは残り時間がないため割愛） 
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３１）最後に、TRIZ Card についてのまとめ、TRIZ と企業のこと、TRIZ Card がアプリとして使える ideaPod

のことを紹介しました。 

 

また、さらに、ワークショップ全体を通してのメッセージ、創造性を活かして未来の可能性を開いてほしいと

伝えて終了しました。 

 

学生さんたちからたくさんの拍手をいただきました。ありがとうございます。そして、終わった後もしばらく特によ

くアイデアを出してくれていた学生さんたちと意見交換をしました。ワークショップの中で部分的に見えていた

彼ら彼女らの資質ですが、直接英語で会話してみて、非常に優れた創造的資質を感じました。 

 

感想： 

 

今回の渡航の主目的である本ワークショップは、「1」「2」とも成功と言える水準でした。コンテンツ（進行ス

ライド、カードセットともに）、これの改善点もわかりました。プロセスについては先に書いた通りで、指示は極

力絵で示し、Game1とGame2の連動について補足を加えることでより進行しやすくなるでしょう。また、カー

ドについては、韓国語の表現がネイティブにとってはおかしく感じるところがありました。これは、創造的思考

と日本語-韓国語の翻訳の両方の資質がある人がフレーズを作る必要があると実感しました。今後は、

朴教授とともに、改良を試みてゆこうと思います。なお、素早く翻訳を成せる通訳者の存在は非常に大き

いと思いました。特に、創造的アイデアについての説明やコメントを翻訳するというのは、通訳をする人自体

にも創造的資質がたくさんないと、香りを伝えるのが難しくなります。今回は、上杉先生がブレスト的なこと

にたけている方であったことが非常に幸運でした。ありがとうございます。みなさん、今回は、貴重な機会を

ありがとうございました。 

 



25 
 

IDEAPLANT 海外レポート 1e 

2012-05-31 

石井力重 

 

アイデアワークショップ３回目（心理学部 院生向け） 
 

実施日時：2012.5.29 8:15-9:30 

実施場所：嶺南大学院 心理学部 大学院 教室にて 

 

参 加 者：朴教授の心理学ゼミの大学院生（20 代～30 代）、及び上杉真由先生、計 4 人 

通 訳 者：上杉真由先生、朴教授 

Facilitator：石井力重 （co- Facilitator：上杉真由先生） 

 

主な内容： 

 TRIZ Card（技術的ブレークスルーの 40 パターンを用いて、新製品アイデアを創出する） 

 

使用道具：[TRIZ Card（40 枚）]×1 組 

 

使用スライド：「Ideaworkshop2」（Korean & English & Japanese） 

         URL  http://ishiirikie.jpn.org/article/56191325.html 
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内容（ 進行プロセス ＆ 実施時の様子 ）： 

 

１）講師自己紹介をしました。 

 

２）Ideaworkshop2 のプロセスを大まかに説明しました。 

 

３）全部で 4 名 1 組の構成で「TRIZ Card」を用いて、新しいゴミ箱のアイデアを発想しました。私石井もフ

ァシリテーションではなく、5 人目の参加者として一緒にブレストをしました。 

 

４）主な内容は、ワークショップ第2回目のWorkshop2と同じです。メンバーが一組であり、かつ、中に上杉

先生が入り、手短に双方通訳をしてくださったので、大学院生（韓国語）と私石井（日本語）でもブレイン

ストーミングが成り立ちました。特に、誰かが出したアイデアの良い所に光を当ててコメントしていくことが豊

かにできました。先日の学部生のワークショップ同様、非常に創造的なアイデアがいくつも出されました。 

 

５）ワークショップをした後、このワークショップで特に心理学的な側面を持つ要素について紹介しました。あ

くまで経験即ですが、と前置きをしたうえで、心理様式として参考になるかもしれませんので紹介します、と

し次のことを紹介しました。 

 

「左のスライドは、CPS における Praise First を

意味しているものです。それは、創造的な話し

合いの場を作る上で 2 つのとても良い効果を

持ちます。（１）発案者がよりアイデアを話やすく

なります。（２）他者のアイデアの良い所に目を

向けてコメントをしていく Positive Mental 

Attitude は、創造力のエンジンのスターターに

もなります。 

 

 

感想： 

 

休み明け、早朝から参加してくださりありがとうございました。また上杉先生とともにグループに加わることで、

近い距離で一緒にブレストをすることができました。韓国の方の発想の仕方や、創造力をより肌で感じる

ことができました。調整してくださった朴教授、会場を早朝から開けてくださったスタッフさん、院生のみなさん、

貴重な機会をありがとうございました。年齢層が少し高くても十分に実施できるという感触を得ることができ

ました。 
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IDEAPLANT 海外レポート 1f 

2012-05-31 

石井力重 

 

アイデアワークショップ４回目（公的研究機関向け） 
 

実施日時：2012.5.29 11:00-12:00 

実施場所：大邱慶北研究院（DAEGU GYEONGBUK DEVELOPMENT INSTITUTE：DGI）会議室にて 

 

参 加 者：DGI President Mr. Seong-keun Lee,  Senior Research Fellow Mr. Lee, Sang-Yong 他約 30 名 

コーディネータ・通訳者：朴教授 

Facilitator：石井力重 （co- Facilitator：朴教授） 

 

主な内容： 

 TRIZ Card（ブレークスルーの 40 パターンを用いて、イノベーティブにアイデアを創出する） 

 

使用道具：[TRIZ Card（40 枚）]×4 組 

 

使用スライド：「Ideaworkshop2」（Korean & English & Japanese） 

         URL http://ishiirikie.jpn.org/article/56191325.html 
 

内容（ 進行プロセス ＆ 実施時の様子 ）： 

 

１）講師自己紹介をしました。 

 

２）TRIZ のごく簡単な紹介をしました。イノベーティブなアイデアを創出する創造思考ツールであること、また、
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膨大な特許から共通するブレークスルーパターンを抽出して出来上がったこと、を。 

 

３）TRIZ Card のワークショップ（Ideaworkshop2）のプロセスを大まかに説明しました。 

 

４）4 セットの TRIZ カードに対して、30 人ほどでしたので、40 枚のカードセットをシャッフルし、2 つに分割し、

8 つのカードセットにし、4 人あたりに 1 セットを配布しました。なお、会議室の配置上、完全にグループにな

ることは難しく、並列に 4 人で並んでの実施をするグループや、オブザーバ参加の方もいました。 

 

５）テーマについては、通常のプリセットテーマ（新しいゴミ箱のアイデアを発想する）はやめ、この機関の方々

がよりオーナーシップを持てる問題を設定しました。 

 

今回のテーマ「Daegu City Traffic Jam を減らすアイデア」 

 

（新しい路面標識のアイデア、新しい社会システムのアイデア、新しい機械式パーキングやパーキングに限

らずメカニカルな何か工夫のアイデアなど, どのようなアイデアも OK です、としました。ある程度、実現可能

性や収益性は無視して創造的にアイデアをだしてくださって OK です、としました） 

 

なお、設定に至る背景も紹介しました。DGI の WEB サイトで公開されている 39 の Issue（地域課題）を把

握しました。そのうえで、石井と朴教授で検討し、あまりにどれかのテーマに近すぎるものにはせず、皆にとっ

て共通に発想体験ができる別の地域課題をいくつかを上げ、最終的に上記のものにしました。 

 

６）主な内容は、ワークショップ第 2 回目の Workshop2 と同じです。今回のメンバーは、DGI というシンクタ

ンクの専門家たちであり、より高度な思考能力を有します。直ぐにこの TRIZ Card のコンセプトをくみ取り、

さまざまなアイデアを短時間で出していきました。1 分ずつの交代ですすめました。かなり闊達にアイデアを

出されていました。途中いくつかのグループから質問がでました。朴教授がそれらを聞き、適宜回答やアド

バイスしてくださいました。 

 

７）ワークショップをした後、TRIZ Card の選定ガイドとなる、シート（1 パラメータメソッド）についての解説を

行いました。 

 

８）このワークショップで用いている創造的な心理様式について、簡単に紹介しました。（第 3 回目のワーク

ショップと同じ同等ゆえ、割愛します） 

 

９）質疑応答では、President Mr.LEE から質問をいただきました。日本で行政機関は TRIZ を使っていま

すか？と。それについては、「宮城県の研究機関が地域技術系企業の技術力高度化への研修として、

私石井がファシリテーターとして教育を行っています。また、非公式なブレインストーミングを若い行政マンた
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ちとよく行っていて、今回のような地域課題に対して、イノベーティブな初期的なアイデアを発想するミニワー

クショップもたびたび行っています。」と回答しました。 

 

１０）最後に、「本日の創造技法のエッセンスが、この地域をよりよくする皆さんの活動にほんの少しでもお

役にたてば幸いです。ぜひこの地域を更によい街にしてくださることを心から願っています」とメッセージを述

べて終わりました。 

 

感想： 

 

その後、同組織の方々と、一緒に昼食にいきました。 

 

（Korean style lunch） 

 

（おいしく、かつ、野菜が多くてヘルシーです。） 

 

そして、この地域がいま迎えている大きな変化やその 5 年後の姿の予想など、非常に多くの興味深い意

見交換ができました。貴重な機会を下さり、ありがとうございました。 

 

また、今回は高度知的集団に対しての十分な手法がコンパクトに提供できたのは、朴教授の韓国語への

的確な翻訳や、単なる翻訳にとどまらない、心理学や深い経験を踏まえた重厚な知見が添えられた優れ

たファシリテーションがあったからだと思います。 
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最後に 
 

 

私は韓国にいた 5 日間、ずっと同じ街（Daegu）に滞在して、毎日会話する友人ができました。Daegu は

大きな都市ですが、国際都市としてのソウルとはまた異なった位置づけであり、伝統的な良い文化を保っ

ている街で、この街や人がとても好きになりました。 

 

創造的な人や組織がこの国やアジアの可能性をもっと開き、未来がより明るいものとなることを心から願っ

ております。私は微力で、提供したものはごくわずかでしたが、このコンテンツ（進行プロセスやカード）が、そ

の発展にほんのわずかにでも、貢献できるならば幸甚です。 

 

素晴らしい機会を作ってくださった朴教授、参加してくださった嶺南大学校やDGIの皆さん、さまざまなサポ

ートをしてくださった上杉先生やスタッフのみなさん、快適な滞在を提供してくださった Hotel InterBurgo の

みなさん、本当にありがとうございました。 

 

そして、最初から最後まで、どのワークショップ参加者にも、楽しんで喜んでもらえましたが、これは

co-Facilitator としての朴教授のサポートなしには実現できなかったと思います。たくさんの時間と精神的な

援助をくださり、本当にありがとうございました。 

 

 

                       （2012.6.1 日本、仙台にて） 

 

資料：  

 

朴在鎬（パク、ジェホ ： Park Jaeho）教授の略歴より、抜粋 

 

1946 年生まれ。 Seoul 大学院 社会心理学 修士卒。 Goettingen 大学院 産業及び組織心

理学 博士取得。 嶺南大学校 産業及び組織心理学教授、学科長、大学院主任教授（現在

に至る）。2009 年には、沖縄の名桜大学教員教授（現在に至る）。韓国国内の優秀企業（サムス

ングループ、ポスト）などの Consultation も長年実施。著書は心理学を中心に 7 冊。SYMLOG（グ

ループダイナミクスについての定量分析手法）のエキスパートとして国際的なコンサルティングも長年実

施。韓国語、ドイツ語、英語、日本語など多様な言語を使い、世界各地での講演等も豊富。 


